
平成 23 年度 学校評価資料 （年度末評価）                              岡山県立高梁高等学校 

① 生徒の進路実現を目指した指導力・授業力の向上（言語活動の充実を盛り込む） 課題と目標   
【具体的な取組】 

・各教科と協力して新教育課程に

おける指導計画を作成する。 

           B【教務】 

・プロジェクタ研修を実施し授業

での活用を推進する。 

      B【教務】 

・校外の教科指導研修講座に参加

する。        A【進路】 

・国公立個別試験の問題研究を行

う。        A【進路】 

・授業アンケート項目を再検討す

る。        B【総務】 

・学校図書館利用の促進と広報活

動。         B【文化】 

・語彙力をつけさせることで言語

活動の充実を図る。 B【国語科】 

・論述問題により、言語力・思考

力の育成を図る。 B【地歴科】 

・授業中での生徒の発表や説明の

機会を増やすことにより、学力

の向上を図る。   A【数学科】 

・実験実習や考察結果を発表する

機会を設けることにより、プレ

ゼンテーションの育成を図る。 

            B【理科】 

・自主性を重んじる学習指導の中

で、主体的に意見を述べさせ行

動する力をつけさせる。 

    B【保体科】 

・作品の印象や構成、表現効果等

について批評し合い発表をす

る。批評・話し合いは後期に実

施する。     Ａ【芸術科】 

・事業指定を受けている音声指導

と音読指導法を礎に年次に応じ

た応用の研究。   Ａ【英語科】 

・クラス内及び複数クラス間での

学習発表会を試行する。 

           B【家庭科】 

 

【プロセス】 

【教務課】 

・教育課程委員会を３回実施し、新学習指導要領に対応したカ

リキュラムを作成中である。 

・教科主任会議（授業研究部会）を２回（4/13，5/23）実施し、

新カリキュラムの調整を図っている。 

・公開授業第 1 回（6/20～6/24）実施して、｢言語活動の充実｣を共通

テーマとして新しく設定した。全員が授業を公開して、各授業を同

じ教科の複数の教員が見学するように事前に時間割で決めてから

実施した。2 回目は 11/7～11/18 を実施した。 

 【進路課】 

◎校外研修 ◎岡    ・岡山朝日 5/8, 6/30 岡山操山 6/7 城東 6/6 玉島 6/22 備前緑陽

7/8         笠  7/8 笠岡 8/1 神戸市立葺合高校・兵庫県立国際高等学校・ 

校・大阪府立寝屋川高等  大阪府立寝屋川高等学校・立命館宇治中・高等学校（パワー

大阪府立寝屋川    アップ事業），学習院大学 5/28 

・教員研修ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 河合塾（1 名），代ゼミ（2 名），駿台（6 名） 

  内訳（国語 1 名、地歴 1 名、数学 2 名、理科 3 名） 

・教科ごとに岡山大学２０１１年度入試問題の検討を行い、解 

  答と解説の作成を依頼し原稿冊子を完成させ、教員・ＨＲ・ 

希望者に配付する。 

【総務企画課】 

・アンケート項目を改善し、授業アンケート実施（7/16～7/18 ） 

 の集計結果についてのデータを提示 

【家政科】 

・「言語活動の充実」を更に推進するための活動として、生徒が主体

となる家政科全年次生による家政科集会の実施に向けて、計画を進

め１２月実施した。 

【文化課】 

・学校図書館利用授業数が、平成２１年度 76 件、平成２２年度 142

件、平成２３年（前期）49 件であった。年度により同一教科の利

用頻度の差が大きいことが件数の減少の原因となっているので、偏

りがでないように広報活動を更に充実させる方策を検討している。 

・１月末までの貸出数は次の通りであり、１年次生の利用促進が課題

である。 

  

【結果等】 

【教務課】 

・専門教科の授業見学率は１００％ 

・昨年度に比べ他教科の見学が飛躍的に増加した。（他教科見学０時間３６人→１３人） 

・言語活動の充実の理解については、８割が深まったと回答している。 

・プロジェクタの研修では、１回目２６人、２回目２１人が参加し４割弱の教員が授業で活用。 

・見学後の教科会議での意見交換や評価、テーマについての反省とまとめは不活発である。 

【進路課】 

 

         

 

 

 平成２２入学生（人数）              Ｈ２２入学生（人数） 

○言語活動の充実に関す 

る方策を盛り込む。 

・新教育課程への対応 

 

○授業見学は定着してき 

たので、個人の研修か

ら教科での研究へステ

ップアップする。 

・見学率 100 ％ 

・見学後の意見交換 

・他教科の見学 

 

○校外での授業研究を推

進する。 

・報告書等による情報の

共有・ 

・教科、全体 

 

○教科会議を充実する。 

・授業見学、授業アンケ

ートの活用 

・校外での研究成果の共

有 

 

○組織、個人としての進

路指導力を一層向上さ

せる。 

・全員研修会の工夫と充

実 

・指導方針の確認と指導

スキルの向上 

 

○校外模試偏差値 50 以

上の人数 

・1 年 50 

・2 年 60 

・3 年 50 

 

○国公立大学合格者数 

 50 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


